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○今年のゴールがすぐそこに 

 全校生徒の皆さん期末考査お疲れ様でした。 

 それぞれにベストを尽くしたことだと思います。 

 さて、１１月も残りわずか、今年も師走を迎えます。 

 ゴールが見えてきました。 

 みなさんにとって、この１年は、どのような毎日だったでしょうか。 

 静かに振り返ってみてください。 

 来年を飛躍の年にするためには残りひと月の過ごし方が大切です。 

 決して気を抜くことなく、慎重に、着実に力を蓄えてください。 

 寒くなりますが終業式を目指して「もう一息」です。 

 

○己の欲せざる所は人に施すことなかれ 

 ３年国語の教科書にも使われている「論語」に収録された言葉です。 

 「自分がされて嫌なことは他人にしてはならない」という意味です。 

 一見、これは当たり前のことです。 

 ところが、つい…これが人間です。 

 思いあたることはないでしょうか。 

 自分が嫌だと思ってなくても、相手は嫌だと感じることがあります。 

 自分は気にしないけど、相手は気になって仕方がないという場合もあります。 

 自分の感覚だけではなく「相手がどう思うか」を考えてみるようにしましょう。 

 みんなで気をつけていきたい事柄です。 

 自分の言動を今一度、見つめ直してみましょう。 

 誰もが安心して過ごすことができる学校でありたいものです。 

１２月に入ると人権週間があります。 

この機会に「人権」についての考えを深めてください。 

それは、あなた自身の人柄を磨くことにつながります。 

いつも人の気持ちを考えることができる 

いつも人を思いやることができる 

いつも温かい言葉を発信することができる 

いつも仲間を大事にすることができる 

いつも仲間を信用することができる 

そのような環境の中で生活したいと思いませんか。 

環境を創っていくのは、あなたたち一人一人です。 


